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関東農政局東京都拠点交渉（全農林労働組合東京農政分会） 

 

議  事  要  旨 

 

１．開催日時：令和７年１月１６日（木）１２：２５～１２：３５ 

２．開催場所：東京都拠点共用室（東雲合同庁舎３階） 

３．出 席 者： 

関東農政局東京都拠点 藤嵜 久生 総括農政推進官（総括・管理） 

     同     木下 純子 主任農政推進官（管理） 

 

全農林労働組合東京農政分会 泉 尚巳  委員長 

     同        近藤 雅方 書記長 

 

４．議  題： 

  労働諸条件の改善について外 

  （全農林労働組合東京農政分会提出 別添「要求書」） 

 

５．議事概要： 

 

（木下主任） 

全農林東京要求第 1 号に基づき、交渉を開始します。 

本日の交渉に先立ちまして、国家公務員法第１０８条の５の規定に基づき、予備交

渉の段階で取り決めました事項について報告します。 

要求事項のうち交渉対象とする事項につきましては、「Ⅰ 労働諸条件の改善につい

て」１～９についての一部管理運営事項を除いた事項と「Ⅱ 福利厚生施策の充実に

ついて」の一部管理運営事項を除いた事項、ならびに「Ⅲ 人事評価制度について」で

す。それ以外の事項につきましては、要望事項として承るとの整理をいたしました。  

それでは藤嵜総括から回答させていただきます。 

 

（藤嵜総括） 

まず労働条件の諸改善ですが、実質的には東京都拠点において超過勤務については

問題になることはないと認識しています。問題があれば適切に対応していくというス

タンスは変わりません。セクハラ、パワハラについても、適切に対応するのは当然で

す。組合とか当局という話ではなく、全体の中でうまく運営していくことが重要だと

思います。年次休暇や諸休暇についても、取りづらいというようなことは今のところ

聞いていないですが、拠点に限らず本局や本省でもワークライフバランスは非常に注

視されているので、重点項目でありごくごく当然でありますし、今後も引き続き進め

ていきます。障害者雇用についても政府として推進していますので配慮すべきところ
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はしっかり配慮して、引き続き取り組まなければいけないと思っています。福利厚生

の関係にしても、当拠点のように毎月健康管理医の先生が来て対応しているというと

ころは他で聞いたことがないので、すごく充実していると思っています。職員も高齢

化しているので、引き続き取り組んでいきます。最後に人事評価の関係ですが、昇格

には人事評価結果が絡んでくるので、お互いに意思疎通を図ることが必要だと思うの

で、気づいたところがあれば管理職とか一般職員関係なく風通しを良くしてほしいと

思いますし、もし何か問題があれば適切に対応します。 

私からの回答は以上です。 

 

（泉委員長） 

回答いただきありがとうございました。引き続きよろしくお願いします。 

 

（藤嵜総括） 

今後ともよりよい職場環境を作っていきたいと思っていますので、何かあればいつ

でもお聞きします。引き続きよろしくお願いします。 

 

（木下主任） 

以上をもちまして、本日の交渉は終了します。 






